草原の狩猟
　　　　　　　　　　　　　　　　　永松　敦
１、はじめに
　これまで狩猟と言えば、東北地方のマタギや九州山間部である宮崎県椎葉村や西米良村の猟師のように、山奥深くで熊やイノシシを追いかける光景を思い浮かべる者が多いだろう。確かに、民俗学では猟師は、山中でほそぼそとした焼畑などの農業を営みながら、男たちが鉄砲をもって奥山で獲物をおいかける姿を捉えて、研究が今日まで続けられてきた。平安時代の天皇による交野の御狩や中世の『曽我物語』に見られる富士の巻狩などの大量の馬を必要とする平原での狩猟に対しては、一般民衆ではなく為政者による狩猟という捉え方がなされたために、民俗学からはほとんど研究対象として取り上げられなかったという経緯がある。
　ところが、今回の列島プロジェクトの九州班の一員として、阿蘇地方を調査していると、草原で生き生きと狩猟を営む猟師の存在が明らかとなってきた。彼らのお話をでは、「草原ではウジ（九州での獣道の呼称）が見渡せ、人員を配置すれば、1年に７、８０頭のイノシシや鹿が楽にとれる。以前、宮崎県で猟したことがあるが、あの急斜面で木の間をくぐり抜けて山中を走りまわる猟は本当にきつい」ということであった。
　私はこれまで本当にきつい狩猟を調査対象にしてきたので、楽な狩猟というのを全く知らなかった。阿蘇の猟師のこの一言が、今回、私を「草原の狩猟」研究に向かわせる大きな契機となったのである。
２、阿蘇の狩猟
　冬枯れした茅野で狩猟が行われる。イノシシの足跡を前日にみつける。数日前の足跡は「オクレ」、1日前のものは「ナマ」、たった今ついた足跡のことを「ジュンナマ」と呼ぶ、早朝、足跡のある尾根に沿ったところに位置する森に犬を数頭放ち、イノシシを森から追い出す。阿蘇の草原は野焼きをするために、麓には杉の植林地などがあり、山の中腹から山頂にかけては一面茅野となっている。そのため、イノシシは麓の森に隠れており、犬に追いかけられると尾根に沿って山頂へと向かって登っていく。猟師は中腹から山上にかけて配置され、上ってくるイノシシを鉄砲で撃つという方法が採られている。本書で、飯沼賢治氏が指摘されているように、中世の阿蘇史料に見られる「のぼり狩」が現実に行われているのである。
　ただ、阿蘇の尾根は火山性の険しい地形であるため、犬がイノシシをおいかけて足を滑らせて谷底に転がり落ちることもよくある。実際、イノシシに逆に追い詰められて谷底に落ちた犬が大ケガをする事態がおこり、翌日、犬の捜索が行われて救助されたこともあった。
　中世阿蘇神社の最大の神事である下野の狩神事では、野焼きとともに狩猟を行う「焼狩」の記述がある。実際に野焼きをすると、イノシシや鹿が走り去ったり、キジが飛び立ったりする姿が見受けられる。現在では「焼狩」の名称は聞かれないが、野焼きの際に、狩猟を行う習慣が現在も受け継がれている。野焼きは牧草を維持するために行われているため、の手によって行われている。このため、現在では酪農家が減少したため、野焼きの人手不足から野焼きの際の狩猟はほとんど行われていない。また、野焼きの日程が猟期（3月15日まで）から外れることもあるため、害獣駆除の申請をしないと狩猟ができないという事情も関わっている。
　野焼きの際に、狩猟がおこなわれたことは、鹿児島県肝属郡南大隅町の辺塚地区でも聞かれた。辺塚地区はかつて辺塚牛の産地として知られたところで、広大な牧があった。春先の野焼きの際にイノシシや鹿を追い出し、鉄砲をもつ猟師とともに、一般の農民も棒などをもって追い立てられる動物を叩き殺して加勢したという。
　中世の記録に現れる「焼狩」は草原を維持している地域では、まだ辛うじて伝承としては語り継がれているのである。
　ただ、阿蘇地方では動物の解体や死霊、山の神に関する伝承は希薄である。最近になって、その理由を語る猟師に出会うことができた。
　現在、80歳の猟師の祖父の代にはイノシシの内臓を山の神に祀る風習があった。ところが、その後、豚コレラが流行ったらしく、阿蘇地方からイノシシが姿を消したという。再び同地方にイノシシが現れたのは15～20年ぐらい前からだと語った。このため、現在の猟師は、ウサギ、キジ、カモなどの小動物と鳥類を捕獲しており、大型獣を捕獲することはなかったとされる。このため、イノシシの解体作業の作法などは伝承されなかったということである。
　ウサギは猟期に犬を使ってとり、キジは産卵を終えた5月頃に鉄砲で撃ち落とす。カモは秋の夕暮れ時に列をつらねて飛んでくるところを、射止めたという。昔は水田に水をはっており、カモが落ちる音がよく聞こえたという。翌朝、水田に落ちたカモを拾い集めたという。
　阿蘇市手野地区では15年ほど前に、イノシシを山中で見つけたと言い、その頃から害獣駆除としてイノシシ猟が始まった。大分の九重から流れてきたのではないかと言われている。解体作法などは大分の猟師から習得したという。
　イノシシを捕獲すると、熱湯をかけながら毛を剃り落としていく。宮崎県ではイノシシの毛をバーナーで焼いていくが、ここでは火を使わずに、湯を用いて毛をそぎ落とし、真っ白な豚肉のような状態に変えていくのが特徴的である。分け前は均等に分配する。信仰的な儀礼などは何も見られない。
　阿蘇市役犬原では夫婦でキジ猟をする猟師がいる。肉を食べる時には、「山の神様に差し上げます」という言葉は唱えるという。
　現在の阿蘇地方ではイノシシ、鹿の狩猟法に関する伝承は、狩猟の空白期間があるために極めて希薄であると言わねばならない。むしろ、鳥猟を中心に調査を進める方がより生産的だと思われる。
３、中国地方の草原の狩猟

　（１）山口県秋吉台の狩猟
　秋吉台もまた、阿蘇と同じく広大な草原を有している。平原には石灰岩が点在し、地下には多くの鍾乳洞を有した独特のカルスト台地としての景観を醸し出しているが、ここでもキジ猟は盛んであった。秋吉台の名産としてキジのすき焼きが知られたこともあったと言われている。草原では、犬を使ってのウサギ猟も盛んに行われた。

　近隣の猟師は「野焼きをして草原を維持することで鳥類を増やしている」と語り、動物資源を増やしながらその一部を捕獲しているのだと強調している。野焼きの範囲は、今よりももっと広大であったとされ、周囲の山々は杉や檜の拡大造林をする前は樫林で覆われていたという。昭和30年頃までは、樫を炭にして、炭俵は草原のススキで編み、全てが自給自足で作り上げて、大量の炭を出荷していたという。樫の林が豊かだったので、２０年ほど前までは、イノシシや鹿も捕ることができたと語っている。
イノシシや鹿領では、獲物を追いかけるセコと、獲物を待ち受けて鉄砲で撃つマツイとに分かれる。１０人程度で狩猟が行われ、１年に５０頭ほど捕獲したとされる。事前に足跡を調べる役はミキリと言われ、獣道のことを、シガキと称していた。獲物を解体すると心臓をヤサキと称して、食べる習慣があったとされる。
　
（２）島根県三瓶山の狩猟
　三瓶山は周囲が広大な草原に覆われており、牛が放牧されている。戦後、山麓にカラマツの植林などがなされ、以前より草原の面積は減少したと言われる。昭和３０年代までは、火口跡の内側はカシ、コナラ、ミズナラ、ブナなどの林となっており、炭焼き小屋が点在したという。
　ここでは鹿が少なく、イノシシ猟が主体であったという。１年に１５～３０頭のイノシシが獲れる。獣道のことをカヨイといい、ここに鉄砲で撃つマチを２、３人配置する。獲物を捕ると、血を抜いて家まで持ち帰って解体する。気温が高い時には、内臓をその場で取ることにする。イノシシ肉は玉ねぎ、白菜、大根と共に味噌煮込みにして食べる。
　鳥類は、キジとヤマドリを取り、毎年野焼きをすることで草原を維持し、鳥類の棲家をつくっているという。
４、これからの視点
　草原を考える場合、草原の周囲、及び内部の森林の実態調査が急務である。草原に関わりをもって生業を営む人々は、草原は茅場であると共に、鳥類の生息の場として維持し、森は炭の生産と共に、イノシシの生息地として意識して残すことを心がけていることがわかる。場所によっては、阿蘇や鹿児島県の大隅地方や島根県の三瓶山のように、牧場を兼ねているところも多い。東北地方でも秋田県北秋田市阿仁町では、カノマキ（刈野牧）という言葉もあり、茅場となる刈野と馬を養う牧が同一の場として語られている。草原が多機能を有することは明らかだが、周囲の森の植生が維持されていないと、豊かな草原も維持できないのであろう。
　宮崎大学農学部で、赤外線カメラで校内を監視していると、夜に５頭以上のイノシシが出没していることがわかる。昼間は周囲の山に隠れており、夜になると農学部の農園などを荒らしにくるという。現在、イノシシに発信器をつけて居場所を特定することができ、大学の至近距離で生息していることが確認されている。つまり、山林と食料のある平地が共存していることが、野生動物にとっても都合がよいことが分かる（宮崎大学農学部教授　西脇亜也氏談）。

　草原の草花の調査は進んでいるが、周囲の森林の植生には目を向けられていない。豊かな草原を維持するために、どのような森林が維持されればよいのか、早急に調査を進める必要があろう。山中に適度な草原を有することは、自然の生態系を維持するうえで、極めて有効な手段であると考えられる。
　
　
